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鎌倉市議会議員久坂
く さ か

くにえ www.kkusaka.net  

久坂
く さ か

くにえ通信 
                

 

■平成 30年度予算は修正議案を可決～定例会報告～ 

◎ごみ処理行政の課題 

 平成 30 年度の当初予算に今泉クリーンセンター用地に建設する生ごみ資源化施設関

連費用が盛り込まれていました。 

しかし一般的にこういった施設については、複数の審議会で議論を行い、また議会に

一定の説明がされますが、今回こういった手続きは全くなく予算に盛り込まれており、

その唐突感は否めませんでした。 

一方ごみ処理行政に関する各論点は置き去りで、この生ごみ資源化施設との整合性に

は疑問符がつきました。たとえば、 

・山崎新ごみ焼却施設についての結論が出ていない。→山崎に焼却施設を建設する場合

その規模、性能によっては生ごみ資源化施設の設置や規模にも影響が出ると考えられま

す。 

・逗子との広域処理も推進について確証がない→まだ広域処理の計画は策定中であり、

今後逗子が鎌倉の焼却ごみを受け入れるのであれば、その処理量なども十分考慮する必

要があります 

・今泉クリーンセンター周辺住民の方々への説明も十分行われていない 

といった状況でした。 

私の所属する観光厚生常任委員会では、上記のような課題をさらに議論すべきといっ

た付帯意見を全委員一致でまとめ、予算特別委員会に送付しました。 

予算審議に際し私たちの会派から要求した審査資料の中には、生ごみ資源化施設建設

を行政内部で検討した際、「生ごみ資源化を図るのは（中略）唐突感があるのではないか」

といった記載もあり、行政でもそういった認識が一定程度あったことが判明しました。 

なお、予算特別委員会の審議の中では、この生ごみ資源化施設には最終的には数十億

億単位の予算をつぎ込む規模と想定される事が明らかになりました。 

また30年3月末までに結論を出すはずだった山崎新焼却施設についての結論を先延ば

しにする、という予算特別委員会における市長答弁もあり、現段階において、議会とし

て責任を持ってこの予算を通す事ができないと判断しました。 

そのうえで、生ごみ関連費用分のみを減額修正した修正予算議案を提案しました（提

案会派：私ども鎌倉のヴィジョンを考える会、公明党、共産党、ネット）修正予算議案

は予算特別委員会で可決。また本会議においても賛成多数により修正予算議案が可決さ

れました。 
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久坂くにえまで 鎌倉市への要望、質問をお寄せください どんな事でも結構です！ 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４６７-４７－１９０５ メール：kusakakunie@gmail.com 

プロフィール＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

水瓶座 Ｏ型 家族：夫、長男（小学生）長女（保育園） 聖心女子大学文学部英文学科卒業  

旅行会社海外営業・国内外ＩＴ会議手配プロデュース社を経て 2005年初当選・現在 4期目  

副議長・教育こどもみらい、観光厚生常任委員会各委員長、 

予決算特別委員会委員長など歴任 

現在：監査委員、観光厚生常任委員会、議会運営委員会所属 

趣味：美術鑑賞・たまに読書（久しぶりに宮部みゆきさん読んでいます。 

「ソロモンの偽証」は長くかかりましたが、もうすぐ読了～） 

 

■新年度予算への取り組み要望など 

 定例会における会派代表質問では、30年度の市政全般への質疑を実施しています。 

私が以前から一般質問等で取り上げた課題等についてもまとめて方向性を質しました。

（全体の質疑は多分野・数十項目にわたります。一部抜粋いたしました） 

◎市内事業者における女性活用の後押しを行ってほしい。 

→セミナー開催やアドバイザー派遣により働きかけを行い、推進していく 

◎運転免許自主返納制度のさらなる周知 並びに交通費補助制度の復活について 

→返納数は年々増加している。交通費補助制度については財源確保の見通しが立たない 

◎介護離職防止策の推進について 

→国が実施する支援制度の周知を市内事業者に図っていく。仕事が継続できるよう介護

保険サービスについて施設整備や在宅サービスの充実を図っていく。 

◎ごみ屋敷対策条例制定後の取り組みについて 

→条例制定により可能となる情報共有・調査を進め不良な状態の解消に向けた取り組み

を進めていく。 

◎青年期の障がい者の居場所づくりを進めてほしい 

→事業者が参入しやすいような仕組みについて検討する 

◎保育所待機児童対策の推進の方向性は 

→旧横浜地方法務局跡地活用による保育所の設置などで 

32年 4月までに待機児童ゼロを実現していく 

◎保育の質を確保する評価制度を構築すべきでないか 

→評価については重要だと考えており、第三者評価の実施を促している 

◎産後ケアの実施内容はどういった内容を考えているか 

→ショートステイサービスや訪問により専門的支援を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■議会報告会・意見聴取会 実施します 

議会全体で実施する議会報告会・意見聴取会。2月定例会の 

報告に加え、今回は「市庁舎のあり方について」をテーマ 

として市民のみなさんからの意見をお伺いします。 

平成 30年 5月 12日（土）14：00～鎌倉武道館（第一会議室）  

5月 13日(日)10：00～ 市役所２Ｆ 議会全員協議会室 

ご参加の場合は議会事務局までご連絡をお願いいたします。    （鎌倉市役所） 

鎌倉市議会事務局 tel)0467-23-3000 fax) 0467-23-5825 
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